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給食だより令和６年１月 墨田区立吾嬬立花中学校    

 

 

 １月２４日から３０日までの１週間は「全国学校給食週間」です。学校給食の歴史を

振り返ってみましょう。 
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《学校給食の始まり》 

明治２２年（１８８９年） 

《 

 

 

 

明治２２年に山形県鶴岡町忠愛小学校で、生活に困ってい

る児童を対象に、おにぎり・焼き魚・漬け物などの簡単な昼

食を出したことが学校給食の始まりです。 

その後、全国に広まりましたが、戦争が始まり食料不足で

中断されてしまいました。戦後、外国から送られてきた物資

を使用し昭和２１年（１９４６年）に給食が再開されました。 

《完全給食の始まり》 

昭和２５年(１９５０年) 

《 

 

 

 

パン・ミルク・おかずがそろった「完全給食」が実施され

るようになりました。鯨の価格が安かったため、給食に多く

使われました。数年後にはソフト麺や、揚げパンなどが登場

しました。 

 
《米飯給食の始まり》 

昭和５１年（１９７６年） 

《 

 

 

 

米飯給食が始まり、ご飯を主食とした献立が登場しまし

た。パンが主流の給食と比べメニューの種類も増え、給食の

幅も広がりました。 

《現在の給食》 

 

 

 

～減塩を意識しよう～ 

現在では、栄養バランスのよい内容はもちろんのこ

と、給食を通して子供たちや保護者の方々に「食」に

ついての様々なことを知ってもらうため、行事食や郷

土料理、地元の食材を活用した給食を実施しています。 

給食は生きた教材として、学校での食育を進める上

で大切な役割をしています。 

日本と比べて多い？少ない？“世界”の食塩摂取事情 

日本の食塩摂取量は、諸外国と比較すると多いことがわかっています。世界保健

機構（WHO）は、高血圧や心臓病予防を目的に、成人１日当たりの食塩摂取量の目

標値を 5g 未満とし、日本の成人男性 7.5g 未満、成人女性 6.5g 未満よりも厳しい

設定となっています。 

このグラフの中で食塩摂取

量が少ない国と比較すると、

日本は３～４ｇも多く取って

います。 

しかし、WHO の示す基準の

5ｇ未満はどの国も達成でき

ていないことから、食塩摂取

量を減らしていくことは世界

的な健康課題の一つといえま

す。 

上手に減塩するポイント 

調味料はかけすぎない 

 直接かけずに小皿に 

とってつけて食べれば、 

かけ過ぎを防げます。 

出典：国立健康・栄養研究所 栄養疫学・食育研究部 国民健康・栄養調査研究室「諸

外国の栄養素等摂取量の比較」をもとに作成 

麺類の汁は残す 

 ラーメンやうどんなど 

麺類の汁は全部飲まない 

ようにしましょう。 
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